20130421　1部礼拝
中身が美しい人生（ルカ20:45-21:6）
　芸能人が自殺したというニュースを耳にするときがあります。いろいろな理由があるのでしょうが、だいたいが今までの自分の人気に陰りが見えてきた、あるいはそれに支障が起こるような中傷などがあったときに、それに耐えきれなくて自分のいのちを断ってしまうところまで行くケースがほとんどではないでしょうか。それは人気が下落してあるいは中傷があったからそうなったとも言えるでしょうが、本当のことを考えれば、そうとも言えないと思います。正確に申し上げると、その芸能人にとって人気というのは外的要素、それを外見という言葉を使っていいかわかりませんが、それにものすごくこだわっていて、それによって左右されていました。その間、それを本当にコントロールしてうまい方向に進んで行くようにする内面が備わっていなかった結果ではないでしょうか。ですから、何かがあったときにそれに内側から対処する力がなかったということです。内面が強くなかったし、あるいは内面がしっかりと美しいものに備えられて整っていなかったのでそうなってしまったというのが正解ではないでしょうか。これは芸能人にだけに限られることではないと思います。多くの人々が文字通りの外見をはじめとして出世、世の中での成功、地位、名声、名誉などにものすごくこだわって人生を生きていることが正直な現実です。今申し上げているのはそうした外的要素、外見ということがどうでもよいという幼稚な話ではありません。それを無視してもよいという話ではありません。そういったことは人生を生きていくために非常に大切な要素に間違いありません。しかし、聖書が私たちに語っているのは、外見、外的要素で成功を治めたことがまるで人生の成功であるかのように思うこと、そこに罠があり、問題がるというお話です。外見の美しさ=人生の美しさという考え方が浸透しているし、そのためそれにものすごくこだわり過ぎて、そのような外見によってすべてが左右され評価されてしまうようになります。その結果、本当に美しい人生、本当に成功ある人生なのかというと、まったく反対の方になってしまうのです。結局、人々がそういった意味での外見というものが人生の幸せの基準、またその人生を評価する評価の基準と勘違いするところに行くということが問題です。外見がどうでもよいという意味ではありません。けれども、それが人生の幸せの基準ではありません。それによって本当の人間が評価されてその人生が評価されるような基準ではないのに、多くの人がそちらの方に行ってしまいます。それでその外見の有無や、外見の状況、状態などによって泣いたり笑ったり、その人の人生が左右されてしまったりします。そして、今その外見の成功、外見の美しさ、外見を飾るためにそれを追い求めて追いかけて走るような人生を皆歩いているのではないでしょうか。それをしっかり自分の手に入れるかどうかは人それぞれでしょうが皆がそれを追い求めています。それが成功を治めたのか、外見を美しく飾って塗りつぶしたのかどうかは別にして、そうしている間にその人のもっと大切な、大事な内面が空っぽになってしまいます。また内面のことを軽んじ無視していきます。それはどうでもよいと。ひどい場合はドラマのセリフの中によく出てきますが、そういった外見の成功や外見の美しさなどを求めてそれを手に入れるために悪魔に魂を売ったという表現をよく使います。そうしてでも、内面を無視して全部パーにしてでも外見にこだわるという世界、時代を私たちは生きています。外見が悪いわけではありません。けれども、そういう意味でのこだわりをしている間に内面は美しくないもの、醜いものでぐじゃぐじゃ満たされるようになっていまいます。
　世の中を生きている間に多くの人が、残念ながらクリスチャンでさえ、そういう基準、こだわりによって外見、外的要素によって高慢になってしまったり、その人の人生が浮かれてしまったり、あるいはものすごく落ち込んで沈んでがっかりしてしまったり、あるいは妬みに捕らわれてしまったり、特に他の人と比較することによる比較意識によって心に固まりをもって人生を生きていくようになります。それで内面からは人生がまったく面白くない人生を生きるようになってしまいます。それで本当に良いのか。外的要素がきれいに飾れるから人生良しと言えるものなのかと聖書は私たちに今訴えています。内面こそが人生の評価ではないのか、その内面の美しさが外的要素に染み込んで現れるということが成功ある人生ではないのか。今までの歴史と多くの人を見てきて検証できていないのかということを訴えています。それにもかかわらず、どのような力なのか分かりませんが、そのような力がものすごく働いていて、今を生きる私たちは今の目の前にあるそういうことにしか目がいかないように、本当のことが検証されているにも関わらず、外的要素が豊かで美しくて、外的要素が成功を治めたからと言ってそれで幸せで、その人が良い人、成功ある人生だと評価されるものなのか、そうしてきたのかよく吟味してみなさい。そうではないでしょう。それならば外的要素にこだわることによって内面を失う愚かな人にならないで、もし外的要素にマイナスがあるとしても先に内面をしっかりときれいに成功に運んでいくべきではないのかというのが人生の成功の秘密であり、聖書が私たちに訴えていることであり、またクリスチャンがその秘密を握って味わいつつ、その内面の豊かさによる真の人生の美しさがなんなのかということを他の人に見せてあげないといけません。皆、コンクリートのセメントのように乾いて冷たいのです。それでも外見さえ格好良ければ、外的要素さえしっかり成功を治めていればそれでよいのではないかという思想が世の中をふり回しています。皆さんはその中で神様の恵みによって、神の民として召されて祝福の存在です。そういった世の中にそうでないことをお証しして証明する主人公になっていただきたいと思うし、そういう意味での世の中の流れをひっくり返して革命を起こす現場の主人公、勝利者になっていただきたいと思います。そのためには「そうではない。内面の美しさこそ人生の美しさではないのか」ということをしっかり握って、それが皆さんの人生に答えとして現れるようにしないといけません。

そういう意味で今日は20章から21章にかけて聖書を読みましたがイエス様が3つのお話をおっしゃいました。全部そのような内容のお話です。まず第1に律法学者たちに気をつけなさいという話です。彼らは長い衣を着て歩き回ったりします。なぜ長い衣を着るのでしょう。「私は律法学者です。私はあなたがたを教える立場の偉い地位にいるものなのだよ」ということです。別に偉い地位にいることを否定するわけでもないし、それが悪いわけでもありません。逆にレムナントの皆さんは理由のある成功者、サミット、トップになっていただきたいと思います。神様は私たちをそういうところに引っ張って必ず成功を与えられる力のある方です。ただ律法学者と違うのは、それが人生の自慢や自分の人生、人間としてのステイタスではないのです。そのような勘違いをしているのです。「これで私は幸せで他の人とは違って偉い人生でしょう」と思っています。そのようなことがものすごく好きなのです。会場の上席に座るのが好きです。でも、社員より社長が良い席に座るのは別に普通です。それをなんとか言っているわけではありません。ただ彼らはそれが自分のステイタス、幸せだと思っているのです。それにものすごくこだわっています。つまり、外的要素、うわべによって人生を生きていこうとしている律法学者なのです。人生はそのようにして生きていってよいのでしょうか。うわべによって人生を生きていこうとしています。皆さん、よく耳を澄まして謹んで聞かないと、これはものすごく当たり前になっているのでその話が私たちに入って来ません。この話自体がどこか別世界の話なのかなと見えるのです。本当は別世界です。神の国の話です。でも地球での話です。よく聞いてください。皆うわべによって生きていてそれがステイタスだと思っています。ベンツに乗ってホテルに行くのと、ワゴン車に乗っていくのとでは待遇が違うので皆ベンツを求めるのです。問題はベンツが悪いわけではありません。それが人生のメインだと、成功の評価、基準だと勘違いしているので、本当のもっと大切な人生の要素を見失ってしまうようになるのです。そこが問題です。たとえばこのハンカチにこだわり過ぎてここに人生のための一番大切なダイヤモンドがあるのに逃してしまうとこの人の本当の人生はどうなってしまうのでしょう。そういう意味です。内面の本当の美しさを逃してしまった上にある外見の格好よさ、美しさはパウロの言葉を借りますと「ちりあくた」のようなものです。そのような感覚がクリスチャンの私たちにきちんと備わっていないといけません。そうでないとクリスチャンでありながらも未信者と同じようにまったくバランスがとれていない価値のないもののために泣いたり笑ったりという人生がずっと続きます。何と残念でしょうか。それでイエス様は律法学者に気をつけなさいとおっしゃいました。うわべ、外見をもとに人生を生きていこうとしている生き方を気をつけなさいとおっしゃいました。
それから、その次にまったく関係ないかのような話のように見えますが、同じ場所です。さてイエスが、目を上げてご覧になると、金持ちたちが献金箱に献金を入れるのと、貧しいやもめが献金するのをご覧になりました。その話のついでにその場面を見てまたおっしゃいました。金額的に比べると金持ちは多分、一万円くらい入れたかもしれません。やまもめは20円、200円、2000円くらいをわかりませんが入れたかもしれません。これは献金をどうして捧げるべきなのかという意味ではありません。だから、小さく少なく捧げても心をこめて捧げればよいのだというとんでもない話ではありません。皆、この箇所を取り上げて口実に献金をそのようにごまかしているのですが、献金はそのようなものではありません。このやもめは小さくても心を込めてではなく、彼女にとっては生活、財産全部を捧げました。でも、イエス様がこのお話をしているのは献金の額の話ではなく、表の額だけを見るとこちらの人が100万円、こっちが1000円にしかならない。だからといって外的要素によってすべてが判断できるでしょうか。その目に見えない、隠れている裏側を見ると、この1000円はその人の財産すべてだったのです。100万円というのはこの人が30億ある中で少し出したものだという意味です。100万円が悪いという意味ではありません。外的要素だけでなく目に見える外的要素の裏に隠れているものが評価の本当の基準ではないのかというお話です。同じ流れの話です。この部分でこれ以上お話をすると皆さんの信仰を私が無視して疑うことになります。ここで献金の話を心配してしまうと「ああそうか。これからやもめのように小さくても少なくても迷わないで心を込めてという方向に行きましょう」なってしまうかもしれませんが、そういう話ではありません。この話はこれで終わりにしないと皆さんのレベルを疑うことになるのですが、神様がなぜここでストップさせないのかよくわかりません。皆さんのレベルが本当にそうなのかと思います。
次を見るとまたこのようにおっしゃっています。ある人が突然、エルサレムの宮を見てすばらしい石や奉納物で飾ってある、金銀でピカピカとものすごく美しく、デザインも素材もいろいろな作りも立派だったようです。芸術、建築物として、神殿であるエルサレムという神の都だということもバックにあり感動だったでしょう。そのように言っている人に対してイエス様はおっしゃいました。 「あなたがたの見ているこれらの物について言えば、石がくずされずに積まれたまま残ることのない日がやって来ます」つまり、これは「あなたは美しいな。格好いいなと思うけど、それは突然ある日、全部粉々に崩れ姿を消すようになりますよ」ということです。それは建物が悪いからではありません。このときの神殿、エルサレムの都というものは中身の内容、本来のエルサレムの町が存在する、エルサレムの神殿が存在する理由、意義というものがあったのにそのようなことはとっくの昔に消えていて、内面、中身がまったくないままそれを失っている格好良い立派な建物という意味です。全部通じる話でしょう。それでイエス様は弟子たちにこのことをおっしゃっているのです。「よく気をつけなさい。これからあなたがたがクリスチャンとしての成功の本当の意味での輝く美しい人生を生きていくことのためにこの部分を気を付けないといけません。これは蔓延している、これには意義が言えないほど麻痺しているような考え方なので気をつけなさい」クリスチャンも私の才能、専門知識、家族、仕事、成功のために、そのようには言いませんが、まるで悪魔に魂を売ったような方が多いのです。「礼拝は犠牲にしても、みことばなどどうでもよい、とにかく成功すればよい。それらは私が成功を治める目標を達成するためのものだ。周りの世間から認められるまでは封印しておこう」という考え方のおろかなクリスチャンが多いのです。怖くありませんか。地震よりそっちの方が怖いです。最近、地震が来てもそんなに怖くありませんが。慣れるというのも問題でしょう。それが人によってでしょうが本当に神の民、神が愛する神の人であれば、すぐさま現れる場合もありますがだいたいが「そうか。頑張りなさい。やって見なさい」とある程度頑張ったあとそれがまったくそうではないということが証明されるときが来ます。自分が追い求めていたものがバベル塔のように全部崩れて「なんのために頑張っていたのか」とあとで悔しくて、悔い改めるというのは「魂を売ってまで追い求めたのにそんな価値のあるものではなかった。成功になることでもなかった。人生逆にぐちゃぐちゃでないか」という日が来ます。神は生きていらっしゃって、神の民を愛していらっしゃるわけですから。良く考えてください。聖書は神のみことばであり、人生を生きるための一番賢い知恵であり真理です。世の中の学者や社長さんや政治家が教えることができない人生を勝利するための秘訣がここには書かれています。イエス様は今、そのような世の流れに流されて本来の本分、身分などをさっぱり忘れている私たち、私たちがどんなに忙しいか、どんなに世の中が厳しいのか。どれほど頑張れば成功するかよくわからないでしょう。だから、「みことばを見る時間、祈る時間などありません」というのは真逆です。でも、そのような考え方が蔓延していて教会まで浸透しています。それでイエス様がおっしゃっているのです。「そのようなことに気をつけなさい。それは嘘です」と。覚えていてください。外見、外的要素の美しさが人生の美しさではありません。外的要素の成功が人生の成功ではありません。勘違いしないように。あるとき後悔する日が必ずきます。その日が来る前に早めにまだ痛くないときに悔い改めて本当の成功ある人生の方へ行きましょう。内面をふり返りましょう。人生の真の美しさは内面の美しさなのです。外面がだめなのを内面でカバーしようという幼稚な話ではありません。けれども、ぜひ覚えてください。皆さんはなにによって泣いたり笑ったり、なにによって振り回されているのでしょうか。内面でしょうか。外面でしょうか。本当の美しさ、皆さんの内面、本当にきれいで美しいと確認できているでしょうか。人生の真の美しさは内面の美しさにあります。たとえ少し外的要素が劣っていてもその人の心、考え方、精神の状態が本当にきれいで美しいなら、それこそが美しいと言います。それら全部あわさって言う言葉が人格であり、品性であり、人柄であり、人間性と言います。そちらのほうがよっぽど大切です。ものすごい技術があってもその技術を使うのはその人の内面です。内面によってものすごく分かりやすい言葉で同じ包丁であっても内面によって殺人の道具になるのか、あるいはおいしいごちそうを作る道具になるのかが変わるという話は小学生のときから聞いているのではないでしょうか。それが人生の法則です。外的要素にあまりにもこだわりすぎてまた引っ張られ振り回されることによって、内面のことをほうっておいてそのように人生を生きてきたのではないでしょうか。内面の強さ、美しさなどはまったく欠けているまま、逆に振り回される人生を送ってきているのではないでしょうか。その部分がすっかり切り替えられ変わる祝福のときになっていただきたいと思います。
そして、もっと大切なのは、そのようないわば多くの人がうたっている内面の美しさというものはどこから来るものでしょうか。人間の美しさ、人間の幸せの本当の基準。成功の本当の評価の根拠となる内面中の内面がその人のたましいです。人間はたましいのある存在です。その人のたましいの状態が美しいかどうか、それが真の人生の美しさとつながるものです。私は正直、クリスチャンであればこの部分に来て目がぱっと開かれ「ああそうだった。なるほど」とそこで勇気が湧いてくるべきなのに、だいたいが内面やたましいの話になると目を閉じます。今の人生と、今の外的要素と全く関係のない空想話のように思うのです。先週も申し上げましたように霊的事実がまったく見えていません。どうしましょう。内面中の内面です。人間を、人生を決めるもっとも鍵となる内面中の内面はたましいの状態です。そのたましいが一番美しい状態はどういう状態でしょうか。人間というものは他の被造物、動物とは違います。たましいがあるものです。だから、その人が一番美しい人生の状態というものは外的要素がいろいろあるでしょうがそれに関係なく、あるいはそのすべてを用いてその人が内側から創造主である唯一真の神様を心から知り、その神様を心からほめたたえ賛美を捧げているとその人のたましいの状態は最高に美しい状態です。それがその人の内面の心の状態、精神の状態、考え方などをすべて動かすようになるし、そして、それが外的要素を作るし、また外的要素に染み込んで出ていくようになるし、そうなったときには私が手を伸ばさないでも私が持っている外的な様々な要素にものすごくパワーが現れるようになります。皆さん、覚えていてください。世の中は人の努力を無視するわけではありませんが、単なる努力によって何かが、という世界ではありません。最近、年がものすごく若いのにきゃりーぱみゅぱみゅという歌手がヒットしています。もしその歌を他の人が歌ったとしましょう。それがヒットすると思いますか。記事を読んでみるとフリーメイソンと似たようなグループ、団体、思想に影響されていて、その人のPVを見ると洗脳するようなものがいっぱい出てきて、つまり、歌詞が良くて、メロディーが良くて、歌がうまいからというのももちろんあるのでしょうが、あの歌がそんなにうまいでしょうか。ヒットするというのは裏にそのような事に関わりがあり、彼女なりに深く入っていて、そうすると同じ歌を歌ってもここにはパワーが現れます。ビートルズもマイケル・ジャクソンも映画も文学も美術も結局同じです。問題はその何かと関わっていてのめり込んでいるのがなになのかというのが問題です。小さな女の子ひとりが歌っているのに日本中を揺るがすようなパワーにつながるというのは彼女の歌がうまいわけではありません。たまたまでもありません。ビートルズもインドとかに行ってそのような思想と接することによって、たまにどこかのお墓や荒野に行って儀式に触れたりしていたそうです。ビートルズはもちろん歌もうまいのですが、歌がうまいからと言って世界を揺るがすようなヒット曲は出ません。それはなにかとの力と触れ合うことによって表ではただ同じ歌なのですがものすごくパワーを持つ、これが世の中という世界です。単なる一生懸命頑張ればいいというちっぽけなことで世の中に勝利できるでしょうか。そのように悪霊とのかかわりによって世の中を揺るがすとすれば、私たちはましてや負けてもいけないし、それに悔しい思いもしないといけないし、私たちは聖霊、創造の神の霊がともにおられる神の子どもです。つまり、未信者の場合はたましいの状態がものすごく悪霊との関係が密接になっていればパワーにつながります。私たちはたましいの状態が一番美しい状態、つまり、真の創造の神を心から賛美しほめたたえる人がひとつ才能を持っていればその才能は人にものすごく影響を与えるパワーになります。だから、外的要素にこだわる前に内面の美しさにこだわらないといけません。内面中の内面はたましいの状態です。それなのに私たち人間はご存知のようにこれも昔話、空想話のように思ってはいけません。悪魔、サタンと言う暗闇の力によって惑わされ取り返しのつかない罪を犯すことによってその祝福を失い、たましいは死んでいる状態になってしまい、心、たましいは真の神様を知ることもできないし、その反対の不信仰の思いでいっぱいです。たましいはものすごく汚くて醜い状態です。それにバベル塔という成功を治めるからと言ってそれで人生が成功、幸せと言えるのでしょうか。あなたがたは自分の罪過と罪との中に死んでいたものであってとあります。だから、不思議なことに豊かになるか偉い人になるか貧しくなるかどうか、とにかく人間は良い者は良い者、悪い者は悪い者なりに全部持ってほったらかしにすると、最終的な方向は必ず真の神様の反対の方向に背いて行くようになっています。自動的にどの時代でもどこの国の人でもどのような仕事を持っている人でも、いくつの人でも関係ありません。世界共通です。神に敵対しています。それが人間のたましいの状態です。たましいが死んでいるのに、そこにどんな美しい人生が存在するのでしょうか。自分の身を燃やして、人のために犠牲を払ったからといって美しいと本当に神の前で言えるのでしょうか。内面を美しくしないといけません。内面の美しさなしで外的の美しさというものは「ちりあくた」と言えます。良く考えてください。皆さんのなんのためにどのように生きていらっしゃるのでしょうか。その内面中の内面がたましいの美しい状態です。
それで、神様は約束されました。そのたましいを救い出すことに、たましいを元通り美しい状態に取り戻すと約束して、その約束を成就していくためにキリストを送ることを約束されました。キリストが来られることによって、この醜いすべてを全部解決し、キリストによって私たちを内面中の内面、人間の本当の幸せ、人生の本当の評価の鍵となるたましいの救いを約束されました。その約束が成就してキリストが来られました。その方が2000年前にマリヤから生まれて十字架で血を流し苦しめられ3日目にお墓の中からよみがえられて勝利なさって今も生きていらっしゃるイエス様ご自身です。神様は私たちをとてもとても愛して、だれでもこのイエス様を信じる者は、救い主として受け入れる者は死んでいたたましいが生き返り、永遠のいのちの祝福が与えられると約束していらっしゃいます。これが本当なのです。つまり、内面の本当の美しさというものは神様を心からほめたたえることなのですがそれはキリストであるイエス様を心に受け入れない限りはできません。内面が一番美しい人はイエス様をキリストとして、救い主として心に信じて受け入れた人です。今しばらくその人の外見、また内面のたましい以外の状態がいまだ修理されていない、癒されていないゆえにぐじゃぐじゃな面があったとしてもイエス・キリストを信じて受け入れた者こそが一番美しい人生であり、その内面の状態が一番きれいな状態です。あなたがたをキリストともに生かし、エペソ２章６節。このイエス様を信じる者はヨハネ5章24節に書いてあるようにだれでも死からいのちに移っているのです。だから、だれでもです。このイエスを信じる者はその人の中に聖霊が宿っている神の神殿と呼ばれる者に変わります。外的要素と全く関係なく、その人こそが内面が一番美しい状態です。でも、私たちは外的要素によって、あるいは内面と言っても人間的な肉体的な意味での内面によって自分自身や人を評価したり、良い悪いを評価するでしょう。そこを今日から考え直していただきたいと思います。だから、クリスチャンでありながらも自分と自分の人生に自信が持てないのです。なんと悔しいことでしょう。イエス・キリストが皆さんのたましいをきれいな美しいたましいにするためにこれっぽっちも傷のない、汚れのないたましいにするために、それを説明するためにパン種などいれない菓子を作って食べなさいとかいう話は聖書ではたくさん言われています。傷のないいけにえを捧げなさい。イエス・キリストによってたましいが掃除されきれいさっぱり美しくなるということは、これっぽっちも汚点や汚れのない完璧にきれいな美しい状態です。そのためにイエス・キリストは十字架で血を流されました。イエス様の十字架の血潮の威力を看過してはいけません。だから、いまだに外見や人格、性格がちょっとと思われる人でもその人がもしサマリヤの女の人のようであり、ペテロのようにものすごい気が短い人間であっても、あるいはイエス様の隣で今まで強盗や人殺ししかやったことない人、そして、今死んでしまうような人であってもイエスを救い主として信じて受け入れたのであればその瞬間、その人の内面中の内面、たましいはきれいに最も美しい状態に変わるようになります。死からいのちに移っています。その人は神を見ることができる、神のすべての祝福がその人のものになり、その人は神をほめたたえることができるものに変わります。そこに人生の本当の美しさというものがあります。
もう一度申し上げます。一番美しい人、美しい人生というものは内面です。内面中の内面はたましいです。そのたましいは神をほめたたえるからです。でも、ほめたたえるどころかもう正反対で、神を侮辱するような方向に皆行きます。学問をすれば学問をもって皆そちらの方に行きます。イエス・キリストがそのたましいを助けるために十字架で死なれました。だれでもイエスを信じる者はそのたましいに平和が訪れて永遠のいのちの祝福が、神様ご自身が訪れてきて、光が入ってくることによって暗やみが全部一瞬に消え去るのと同じように。しかもそれが永遠にともにおられます。永遠にたましいは生きたきれいな美しい状態です。きれいな言葉を話すから美しい状態ではありません。真の神を知り、ほめたたえる状態です。ちょっとその人の性格がまだまだだったとしても、外的要素、物理的な要素に成功がまだないにしてもイエス様を信じる人こそ美しい状態です。それでイエス様がおっしゃいました。「私が来たのは人々にいのちを与えてそのいのちが豊かになるために来たのだ」と。今申し上げました内容がいのちであり、そして美しい内面というものはそのいのちが豊かになることによって美しい内面の状態になり、それを維持するようになります。それで聖霊がともに宿っている貴重な存在ですので、これからはイエス・キリストを受け入れた者はその聖霊様の働き、聖霊の導き、聖霊の満たしなどによってどうなるのかというとだんだんこのように変わるようになります。その心の中がたましいが美しい人は心が愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制、これを聖霊の実りと言いますがこのような心の状態になり、これが豊かになり保ってこれが外側に現れるようになるということがその人の内面が美しいと言います。今ただ言葉を並べたからと言って何かを並べたと思わないでいただきたいと思います。これこそが内面の美しさです。皆、その反対でしょう。寛容とか絶対にありません。憎しみです。自制とかありません。自分のやりたい放題。わがまま。愛ではなく復讐心。でもこれは単なる倫理的な気持ちを言っているわけではありません。たましいの状態、聖霊が実らせる内容です。私たちが頑張ってこうなるのではありません。聖霊様がこのような実を結ぶようにするというからには聖霊がともにおられないといけないでしょう。その聖霊がともにおられる心の状態、内面がこのように美しく変えられるためにはイエス・キリストを信じて受け入れることです。聖霊が宿るようになります。その聖霊様によって。どのようにでしょうか。あらゆることの中で最終的にはみことばを聞かせます。「みことばはどうでもよいよ。聞いてもよいし聞かなくてもよい」というものになっていては困ります。だから、みことばから離れているときに大変な思いをしてまたみことばに戻るように、結局はみことばが神様ご自身ですから、みことばを聞かして、みことばに耳を傾けて、みことばを心から素直に受け入れるような状態をもってそのみことばが入りますと心の内側はこのように変わります。愛、喜び、平安に満ちた者になり、人に対しては寛容。親切、善意、そして、神の御心に対しては善意、柔和、自制などをもって対応していくようになります。これこそ怖いものなしです。ひっかかることはありません。皆さんの内面がこうなっていただきたいと思うし、必ずこうなれます。どうすればよいでしょうか。イエス様を救い主として受け入れた者はこのような祝福のところにもう来ています。この特権が皆与えられています。それに少しだけ神経をそちらの方に回していけばよいのです。「聖霊の実が結ばれるように、聖霊様がみことばをとおして私の内側、内面をこのように変えてください」と祈ればよいのです。
それから、そうなりますと最終的な結論にたどり着くようになります。「なるほど。これから私の残りの生涯を生きていく理由は神の願い、御心のためなのだ。つまり、この素晴らしいいのちの福音、福音伝道、福音宣教のためなのだ」とその価値がわかってそれを目標と理由に取り換えて、その福音伝道、宣教のためになんらかの形で自分の人生、自分自身を捧げようということが献身と言います。そのような気持ちになるのがその人の内面が美しい、たましいの状態がきれいな状態と言います。もちろん、最初は自分のことで精一杯でしょうが、それはたましいの状態がまだ幼いのです。たましいの状態が豊かになりますように。もうすでにイエス様がおっしゃっているようにイエス様を信じる、そのとたんにこういうところに行かないでもあなたの全身がきれいになったとおっしゃっているように、皆さんのたましいの状態はもう二度とサタンが手を触れることができないようにきれいな美しい状態、聖霊が宿ることができる状態です。それを忘れないでください。

そして、それが心、精神、考えにまで及んで、皆さんの外的要素や皆さんの周り、地の果てにまでその影響が現れるようになるのが美しい人生です。そうなれます。聖霊様が動くのです。皆さんの中に来られて眠っているのではなく聖霊様が働くのです。それに身を任せればよいです。聖霊の導きに聖霊のなさることに身を任せればよいのです。そうすると、元々、美しいたましいが皆さんの心に、精神の状態、考え方、皆さんのやっている仕事、才能、様々なところに移って染み込んで現れてきます。それが皆さんの周り、エルサレムから影響を与えていくようになります。それを伝道と言います。なんと素晴らしいでしょうか。これこそが美しい人生、これこそが成功ある人生です。この内面の美しさのために神様は外見、外的要素にもわざを為して、外的要素に染み込んで出てくるようにします。これが成功ある人生、本当の意味での美しい人生です。内面の美しさこそ人生の美しさです。ぜひおぼえていただきたいと思います。
皆さん、外見は顔や格好の外見はもちろん含まれていて、それだけではありません。外的要素、外見によって今まで皆さんにある知らず知らず心の中にあった比較意識、またそれによる傷ついた感情などを全部捨てましょう。今まで幼稚な人生を生きてきて、内面をふり返らず内面が弱かったからゆえにできてしまった醜い作品にすぎません。これ以上だまされないでください。世の中はそうしているとしても人は外見によって評価される者ではありません。ですから、外見、外的要素による比較意識、特に日本人の場合はものすごくデリケートです。隣の人がペンキを塗ると二日目には去年塗ったばかりでもこちらも塗らないといけません。隣の人が軽自動車からマーチに変えた場合にはこちらも1か月後はマーチよりもワンランク上か似ているものかに変えないといけません。皆一緒にしないといけません。ものすごく疲れると思います。慣れているから疲れも感じないでしょうが、それがそういうところに留まればいいです。それが私たちの心の内面まで入ってきて疲れを与え傷や比較意識や妬みなどの感情に捕らわれているとその人生は傷だらけになるのではないでしょうか。自分自身を傷つけて他の人も傷つけるようなことになってしまいます。自分と自分自身の人生に自信が持てません。周りの目をあまりにも意識しすぎるようになります。ですから、そのような事は全部下してこれからは内面を省みていただきたいと思います。内面の状態はどうなっているのか。今まで内面はほったらかしにして外面だけにこだわって振り回されていたので人生がものすごくかわいそうに過ごしてきたのではないでしょうか。それを悔いて、ばねにして内面を省みるようにしましょう。

そして、その内面を見たときに他のなにかにまた惑わされないようにしましょう。内面を見るときに皆さんの心の状態、考え方、いろいろあるでしょう。それもたぶん醜いと思います。もしそれを全部吐き出して並べることができるとすればどうなるでしょう。ものすごく醜いと思います。だから、それにも目をとおしてあまり捕らわれないように。内面を見るときは一番最初にたましいの状態を省みるようにしましょう。それで皆さんがキリスト、イエスを信じている方であればそのキリスト、イエスを中心にして皆さんの内なるもの、内面を確認しましょう。皆さんはたましいがきれいに掃除され、もう汚れることができない美しい状態で、神様が皆さんを見て尊い者、美しい神の子どもとおっしゃっていることをまず覚えてください。それで外的要素や心の状態などの前に、それによって自分自身、人生に対してプライドと自負をぜひ持つようになっていただきたいと思います。そこからスタートするようにしてください。もうこれ以上悪魔にだまされないでください。

そうすると、皆さんの外には見せられないけれども生活の全部見えてくるような醜いいろいろなものはほったらかしにするわけではありません。でも、これを握ってこれから皆さんが内面の美しさにこだわるのであれば、これから実際的にその自負と確信をもってみことばと祈りと伝道とを生活の中心に置くようにしてみましょう。すると、皆さんが醜いと思っていた部分がどんどん変わっていくようになります。周りが見てわかるように変わるようになります。あきらめないでください。変わっていくようになりますので、焦りも必要ありません。それがそのままあって「なぜ私はこうなのか」ということがあっても、それは生まれたときからずっと長い間あったものなのでそんなにすぐに変わるものでもないし変わらなくても、だからこそ逆にたましいの美しい状態を誇りに思って確信をもってみことばと祈りと伝道を中心にしましょう。
それから、皆さんはイエス様のお証しができるために契約が与えられている者だという契約をしっかり握って、みことば、祈り、伝道を生活の中心に置いてみてください。それをどうにか工夫してください。そうしていくうちに聖霊様が動いてだんだん心に愛、喜び、平安、余裕、寛容、許しのような心の状態をもって「残りの生涯、主のために福音伝道のために私の生涯を用いてください、ささげます」とそのすべてをもっていつも神様をほめたたえ「神様。ハレルヤ。神様、ありがとうございます。神様がほめたたえられますように」と祈れば敵なしです。よい化粧品があるから敵なしではありません。本当にサタンが一番怖がる人は内面が本当に美しくて強くなっているクリスチャンです。その人は自然に伝道につながるようになるでしょう。みことばと祈りと伝道を生活の中心に置くということは一言で申し上げると皆さん、礼拝を中心にしましょう。特に日曜日の礼拝は1週間に1回しかありません。1週間に1回やったくらいでどうなるのかと適当でも真剣にやってもそんなに変わらないと思うことが勘違いです。1回しかないので大事にしなければいけません。他のことに失敗があってもここだけは大事にしなければいけません。なぜでしょうか。この礼拝を中心にみことば、祈り、伝道を中心にするということができるようになりますから。そのすべての源になるものが礼拝です。礼拝を大事にするものはその人の内面は美しいものです。
それから、同じ周りのクリスチャンの兄弟姉妹を見て、性格はいろいろな面が少し欠けていると思っていてもすぐに美しくない人のように決めつけないでください。イエス・キリストを信じていれば美しい人です。だから、まだそれがいろいろな部分にそれが投影されていないだけです。それを祈ろうじゃないかということです。皆さん、ぜひ今日から内面を省みて自分自身に自分の人生に自信を持ってください。それで「必ず私をとおしてイエス様がお証しされる。これは契約なのだから神が契約を破るはずがない」と確信をもって、それから、内側が豊かになるようにみことば、祈り、伝道を中心に持って来てみてください。

結論です。世界で一番美しい人はだれでしょうか。アメリカの人はよく分からないけれど日本人は小さい声で韓国人は大きい声で言います。自分と。最後に一言いって終わりにしましょう。質問します。世界で一番美しい人は内面が美しい人です。世界で一番美しい人、美しい人生はだれですか。自分です。まだ自分という勇気がないと思いますが、それを言う勇気を持つときに暗闇が砕かれます。最後にもう一回聞きます。世界で一番美しい人、美しい人生はだれでしょう。自分です。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　恵み深い天の父なる神様。外的要素に振り回されることによって大事な内面をないがしろにしてしまう愚かな人にならないように気をつけなさいとおっしゃいました。私たちは神の恵みによってイエス様を信じて永遠のいのちの祝福をいただいて、たましいが美しく変えられ神の聖霊が宿るくらいの神殿であることを忘れないで、その自信をもって自分が世界で一番美しい人生である自負をもって、これからそのたましいが豊かになることに中心を置いて、祈りとみことば、伝道を中心にして礼拝に成功するようにしてください。聖霊様の働き、みことばの働きが具体的になされることによって、必要なことが変えられ周りが見てわかるように私の生涯が契約どおりイエスの証し人として用いられる生涯になるように祝福してください。福音伝道のために、神の一番の価値のためにすべてを捧げて献身する美しい人生を送ることができるように祝福してください。もしかして、いろいろな傷ついた感情、比較意識などによって苦しんでいた方々は自由になるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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